
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

平成29年度全国平均

経営比較分析表（平成29年度決算）
愛媛県西条市　本谷温泉館

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％)

利用料金制 34.2 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ１Ｂ２ 非設置 9,274

－

該当数値なし 該当数値なし 1,503 20 有 100.0 有 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について

　①収益的収支比率、⑥売上高ＧＯＰ比率や⑦ＥＢ
ＩＴＤＡの数値から、施設の収益性が低下してい
る。また、②③の他会計補助金は一般会計からの繰
入金等への依存度が高いため、経営改善に向けた取
り組みが必要である。
　⑤の売上高人件費比率が高く、人件費を抑制する
必要がある。
　④定員稼働率は平均値よりも高くなっているが、
①の経常収支比率が低いため、料金水準の見直しに
よる収入増を検討する必要がある。

H25 H26 H27 H28 H29 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25

当該値 83.4 84.5 79.3 92.1 77.7

H25 H26 H27

2. 資産等の状況について
平均値 108.8 91.3 91.8 93.3 94.6 平均値 26.8 24.8

当該値 6,523 14,432 6,549 29,561 5,619当該値 13.8 24.9 19.9 83.5 10.3

2,895 2,798 2,646

　平成28年度に大規模改修を行った結果、⑫企業債
残高対料金収入比率が大きくなっている。
　なお、大規模改修では、機械設備の更新を行った
ため、⑩設備投資見込額について、今後10年間は大
規模な設備投資を見込んでいない。
　今後は将来の償還財源の確保等の経営改善に向け
た取り組みを実施していく必要がある。

「経常損益」 「他会計補助金割合」 「他会計補助金額」 「都道府県延宿泊者数に対する割合」

25.9 25.2 27.3 平均値 2,179 2,500

3. 利用の状況について

　⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向について、近隣
施設と比較すると、宿泊需要に大きな差はないが、
今後の動向を注意深く見守り、状況によっては施設
のあり方を再検討する必要がある。
　なお、日帰り入浴客の集客も課題であり、市と指
定管理者が一層協力して取り組んでいく必要があ
る。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

△35,076 △40,298△36,391当該値 38.5 37.2 50.8 54.5 57.9当該値 24.0 21.3 28.3 33.2 28.0

「施設の効率性」 「人件費負担」 「売上高に対する営業総利益」 「減価償却前営業利益」

2.資産等の状況

△37,027当該値 △43.8 △67.8 △50.7 △67.8 △47.5

平均値 23.3 22.7 23.4 22.8 23.5

当該値 △25,099

⑨施設の資産価値(千円)

平均値 △5,760 △6,167 △9,455 △9,799 △10,359平均値 △1,934.5 △17.5 △15.9 △17.7 △33.5平均値 33.9 35.1 35.4 37.3 33.8

全体総括
　
　現状では施設の収益性が低下しており、市と指定
管理者が協力して人件費の抑制による支出の減や料
金水準の見直しによる収入増を図る等の取組みによ
り、経営改善を進める必要がある。
　他にも、毎年の利用者数の目標設定と、目標を達
成できなかった場合の原因の仮説や改善案の検討等
の検証作業を実施することで、売上増、支出減、利
益増に取り組むとともに、他会計補助金額の縮小を
目指していく。
　施設のあり方については、今後の状況を見極めな
がら、再検討するかどうか判断していく必要があ
る。

251,986

⑩設備投資見込額(千円)

H25 H26 H27 H28 H29

8,000

H26 H27 H28 H29H28 H29 H25

当該値 0.0 0.0 0.0 746.8 471.6     

H25 H26 H27

当該値     

「施設全体の減価償却の状況」 「累積欠損」 「債務残高」

平均値 51.6 34.1 20.3 44.7 33.3平均値      平均値      

当該値  
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)
【6,552】
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②他会計補助金比率(％)
【25.4】
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①収益的収支比率(％)
【108.5】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【△10,266】

△2,500.0

△2,000.0
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0.0

⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【△21.3】
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⑤売上高人件費比率(％)
【37.1】
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④定員稼働率(％)
【22.1】
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⑫企業債残高対料金収入比率(％)
【31.1】
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⑪累積欠損金比率(％)
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⑧有形固定資産減価償却率(％)
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市町村(左軸) 公営企業(右軸)

⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし


